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最近肌のハリがなくなってきた、目尻の小じわが気になる、何だか顔全体が垂れてきたような気がする、これは誰でも一度は経験し
ます。このような現象はなぜ起こるのでしょうか？ そう皆さん気がついていますね、でもそれを認めたくない、あえて認めずに、
最近疲れているから、睡眠不足だからと言い訳しています。でもそれは誰もが認めたくない事実、老化現象によるものなのです。こ最近疲れているから、睡眠不足だからと言い訳しています。でもそれは誰もが認めたくない事実、老化現象によるものなのです。こ
の老化現象はなぜ起こるのでしょうか？ 現在、生物の老化を説明する学説として２つの説があります。ひとつはプログラム説とい
われるものです。すなわちヒトの寿命に限りがあるのは細胞の分裂回数があらかじめ決められているという説です。コラーゲンやエ
ラスチンという皮膚の大事な繊維、これらの繊維が衰えるとシワ、タルミが出現します。これらの繊維を作る細胞は繊維芽細胞です。

図１にせっせとコラーゲン細胞を作っている繊維芽細
胞を示します。赤ちゃんの皮膚から採取した繊維芽細
胞を生体の外で培養します。すると繊維芽細胞はどん
どん分裂しますが約５０回分裂するとやがて分裂は停
止し、やがてすべての細胞は死に絶えてしまいます。
一方８０歳の方から採取した繊維芽細胞を培養すると
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一方８０歳の方から採取した繊維芽細胞を培養すると
２０回から３０回ほど分裂したら、細胞は分裂を停止
します（図２）。 この事実は逆に考えると、我々は、
皮膚の繊維芽細胞の分裂能力の半分を使いきったとこ
ろで、心臓や脳などの別の臓器がガンや脳出血などで
致命的なダメージを受けて死んでしまうということに
なります。



すなわち肌の細胞にはまだまだ余力があるということになります。実にもったいない話で
す。そしてこの繊維芽細胞の培養による分裂回数は寿命の長い生物では多く、寿命の短い
生物では少ないことが判明しています。これがプログラム説の根拠です。もうひとつの老
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生物では少ないことが判明しています。これがプログラム説の根拠です。もうひとつの老
化の学説として活性酸素によるダメージの蓄積説があります。すなわち細胞内における代
謝がとても活発で盛んに活性酸素を生じ、それをうまく消去できない生物ほど寿命が短く、
うまく活性酸素を消去できる生物ほど代謝が盛んだとする説です。活性酸素をうまく消去
できる能力を縦軸に、そして寿命を横軸にプロットして表を作製すると、見事な直線のグ
ラフが出来上がります。すなわち代謝が盛んで活性酸素を消去できない寿命の短い生物と
してネズミやウサギがいて、活性酸素の消去が上手な寿命の長い生物としてヒトがいるわ
けです（図３）。

私はこの二つの説のどちらも正しいと思います。すなわちヒトはあらかじめ定められた寿命のなかで生活していくわけです。そして
活性酸素を生じるような強いストレスが常にあると寿命が短くなります。私は皮膚科ですが、以前当直のアルバイトをしていました。
夜寝ているときに起こされて、患者さんの治療にあたるというのは非常に強いストレスになります。以前各科のドクターの平均寿命
を調べたら、夜起こされることの多い外科医の平均寿命は他の科のドクターに比べて約２年短いというショッキングな報告がありまを調べたら、夜起こされることの多い外科医の平均寿命は他の科のドクターに比べて約２年短いというショッキングな報告がありま
した。

すなわちある一定の寿命をもった細胞に、活性酸素などのダメージが蓄積していくことで、私たちは老化という長い人生の坂道を
歩んでいくのでしょう。そして我々の細胞の代謝速度は年齢を重ねるごとにだんだん低下してゆきます。残念ながらプログラム説が
唱えるように、細胞レベルでの寿命は限れてます。しかしながら活性酸素などによるダメージは私たちの工夫や生活態度、食習慣な
どで、極力少なくすることが可能なのです。私たちの体内に活性酸素を発生させる大きな要因としてストレスがあります。ストレス
とはいらいらさせるものの総称です。先ほどお話した、外科医の生活はその代表的なものです。ストレスによる皮膚症状として、赤
ら顔、毛穴の開き、ニキビ、アトピー性皮膚炎、しわ、くまなどがあります。全身症状としては便秘、不眠、肩こり、生理不順やイ
ライラ、疲労感などがあります。




